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タイ北部の 高僧 クル ー バ ー ・ シ ー ウ ィ チ ャ イ の 生涯

　　 ラ ン ナ ー 文化圏 に お け る宗教実践 の 考察に 向 けて

泉 経 　武

　タ イ北 部 の 高僧 ク ル ーバ ー ・シ
ー ウ ィ チ ャ イ （Khruba−Siwichai　1878− 1938）

に 関 して ， 従来の 研 究で は 主 に 以 Fの 2 点 に 関心 が 向 け られ て き た 。

　第 1 に ， 1934年 か ら 35年 に か けて クル ー バ ー ・シ ー ウ ィ チ ャ イ が 中心 に

な っ て 行 わ れ た ドー イ ス テ ー プ寺院に 至 る参道建築で あ る 。 チ ェ ン マ イ 西 方

の 山上 に あ る こ の 寺院 に 至 る 約 llキ ロ メ ー トル の 参道 を ， 政府 援助 を受 け

ず に ， 県 内 と近 県か ら 自発 的に 集 ま っ た信徒 と とも に 僅 か 約 5 カ 月 で 完成 さ

せ た 。 第 2 に ， 1910年 代か ら 20 年代 に クル ー バ ー ・シ
ー

ウ ィ チ ャ イ が 示 し

た とみ な され て い るサ ン ガ 統 治法 へ の 不 服従 に つ い て で あ る 。 シ ャ ム （現 タ

イ 王 国 ）が近代 化 を 図 る過程 で ， 北部 へ の 地方統 治 を浸透 させ る た め に ， バ

ン コ ク の サ ン ガ局 が 定 め た 「サ ン ガ統治法」 （1902 年制定） を北 部 に 施 行 し

た が ， ク ル ーバ ー ・シ ー ウ ィ チ ャ イ は それ に 従 わ な か っ た 。 そ れ に よ り彼 は

幾度 も軟禁 さ れ ， 後 に はバ ン コ ク に まで 呼 び出さ れ審問 を受 けて い る
。

　 こ れ ら の彼 の 行動 は ， シ ャ ム の 近 代化 の 過程で バ ン コ ク の 中央権権 を画す

る 支 配 権 力 とそ れ に 抗 す る 地 方 ω との 関係 を政 治 的局面 に お い て 論 じ られ て

は きた も の の ， ク ル ー バ ー ・ シ ー ウ ィ チ ャ イ が ラ ン ナー 王 国に お い て 民心 を

集 め る こ とを可 能 に した宗 教 的 ・文化 的背景 に 関 して は 十分 な検 討が され て

こ な か っ た
。 彼 の 生 涯 に 関す るタ イ 語文献の 多 くは ， 森林域で 瞑想止 観 に 徹

す る
一

仏教僧侶 と して 生 き る こ とが ， 彼の 生 涯 の 基軸で あ っ た こ とを示 して

い る 。 しか し， 19世 紀後 半 か ら 20 世紀 初頭 に か け て の シ ャ ム とラ ン ナ
ー

の

社会変 動 の 波頭 に
， 彼 が 民衆 の 精神的指 導者 として 立 脚 した事 実 は ， 彼 の 生
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涯 に ラ ン ナ ー
の 宗教文化 が 果 た した 役割 の 考察 を 不 可 欠 に させ て い る 。 本稿

で は
， 近 年の タイ に お け る ク ル ーバ ー ・シ ー ウ ィ チ ャ イ に 関す る研究成果 を

踏 ま え， よ り詳 細な彼 の 生 涯 の 記述 を主眼 と し ，
そ の 上 で

， 当時の ラ ン ナ ー

の 歴 史 と宗 教 実践 の 舞 台 に ク ル
ー バ ー ・シ ー ウ ィ チ ャ イ を 押 し上 げ た ラ ン

ナ ー
の 宗 教文化 を明 確 に して い く今後 の 課題 を考察 して い き た い 〈2＞

。

1 ． クル ー バ ー ・シ ー ウ ィ チ ャ イ の 生涯

　 ク ル ー バ ー ・シ
ー

ウ ィ チ ャ イ （クル
ーバ ー は ラ ン ナ

ー 語 で 尊 師 を意味す る

が
， 以 下で は シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 と記 す） は ， 1878 年 6 月 ll 日現在 の ラ ン

プー ン 県 リー 郡バ ー ン パ ー ン グ村 に生 まれ る 。 両親 は 農業に 従事 。 幼少名 は

フ ァ
ー

ン
，

5 人 兄弟 の 末 っ 子 で あ っ た
。 温和 な性格 で 生 き物 を愛 し

， 静 か に

物事 を考 え込 む性格で あ っ た 。 出家以前か ら食事 は菜食で
， 出家後 も生涯菜

食 を貫 い た  
。

　 18歳 の 時 ， 出身村 内 の バ ー ン パ ー ン グ寺 院 に 見 習 い 僧 と して 入 る 。
21 歳

の 時， ホ ー
ン グル ア ン 寺院 （ラ ン プー

ン ）の クル
ーバ ー ・サ マ ナ の も とで 比

丘 と して 出家 し
， 僧名シ リ ウ ィ チ ャ ヨ ー を 与 え られ る 。 た だ し ， 当時 の 村

人 か ら は シ
ー

ウ ィ チ ャ イ と称 され ， そ の 呼称 が 今 日ま で
一

般 に 用 い られ て

い る 。
こ の 頃 か ら， 彼 は ク ル ーバ ー ・カ ッ テ ィ ヤ か ら呪術 ・呪文 （wetmon 一

  atha ）を は じ め ラ ン ナ ー の 慣習 を学 び， 不死 身に な る と信 じ られ て い た 刺

青 を両足 に 入 れ る 。 23歳 の 時 当時精神修養の 道場 と して 著名で あ っ た ドー

イ テ ー 寺 院 に 行 き， 呪 術 や 呪 文 の ほ か に 止 観 の 行 法 を ク ル
ー バ ー ・ウ パ ラ

（クル ーバ ー ・サ マ ナ の 師僧）の も とで 学 ぶ
。

こ の 頃 シ
ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 は

，

周 囲か ら持戒の 僧 とみ な さ れ篤 い 信仰心 を集 め て い た 。 翌年 （1901 ）バ ー ン

パ ー ン グ 寺院の 住 職の 死 去 に よ り，
24 歳 で シ

ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 は 同寺 院 の

住職 に 就 く
（4＞

。

　住職就 任後 ，真摯 な修行を続 け る 彼 を慕い 多 くの 信徒 が 寺 院に 集 うよ うに

な る が ， シ ー ウ ィ チ ャ イ比 丘 は そ の 喧噪が 修行 に 不適 だ と して 山 地 森林 域 に

寺院を設 け る （サ リ
ー

ド
ー

ン チ ャ イ サ
ー イ ム ー ン ル ア ン 寺 院 。 しか し村人 の
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一 部 は こ の 寺 院 も
“

バ ー ン パ ー ン グ寺院
”

と称 す る）（S＞ま た， シ ー ウ ィ チ ャ

イ比丘 は布薩堂監督僧 （caw −muat −ubosot ） と して 地域 の 寺院 と僧 侶 の 統 括を

担 う
一

僧侶 とな る （6）
。

　そ の 後 ， 周辺 の 山地 で 遊行 を始 め る 。 山地森林 で 遭遇 した 山岳少数民族が

彼 の 仏教 実践 に 感化 さ れ
，

そ の 多 くが 仏教 に 入 信 し た 。 シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘

は ， タイ 山地民 に 仏教 の 布教 を した 最初の 僧侶で あ る 。
シ ー ウ ィ チ ャ イ比丘

の 評 判 は 山 地 か ら山麓 の 農 村部， さ らに は 都市 部 に も拡 ま り， 僧侶 と して あ

る い は 見 習 い 僧 と して 彼 の 弟子 に な る こ とを 懇 願す る も の が 彼の も とを多 く

訪 れ る よ うに な る 。

　 1902年 シ ャ ム の ラ ー
マ 5世 （在 位 IS68− 1910）治世下 で 初 め て の

「
サ ン ガ

統治 法 （ラ ッ タ ナ ー コ ー シ ン 歴 121 年サ ン ガ 統治 法 ）」 が 制定 され る 。 近代

改革事業を推進 し て い た ラ ー
マ 5世 は ，仏 教サ ン ガ の もつ 潜在 的資源 の 活 用

を考 え， 異母 弟 ワ チ ラ ヤ ー ン 親 王 に サ ン ガ の 組織整 備 を任 せ
， 国民国 家形成

の た め の 教育普及 を 目指 したサ ン ガ 統治法 を完成 させ る 。

　 ラ ン ナ ー 王 国 は
，

1558 年 か ら 1774 年 ま で 約 200年 に わ た り ビ ル マ 支配 を

受 け て い た 。
ビ ル マ か ら の 独 立 を計 っ て い た ラ ン ナ ー 王 国 は t 自力 で の

独 立 を果 た せ ず， トン ブ リ朝 タ ク シ ン 王 （在 位 1767− t782） とチ ャ オ プ ラ

ヤ ー ・チ ャ ク リ （後 の ラ ッ タ ナ ー
コ

ー
シ ン 朝 初代 国 王 ラ ー マ 1 世 （在 位

1782− 1809））か らの 軍支援 を受け ビル マ 軍を駆 逐 した 。 しか し， 独 立後 の ラ

ン ナ ー王 国 は シ ャ ム の 属国 とな り，ラ ー
マ 5 世 時 に は シ ャ ム 分

一州 （Monthon

Lao −chang ＞ とな る 。 ゆ え に
，
近 代化 の 過程で 中央集権化 を 計 る シ ャ ム に と っ

て 地方 の
一 州 で あ る ラ ン ナ ー に お い て も ，

サ ン ガ統 治 法 は施 行 さ れ た 。

　こ の 「サ ン ガ 統 治 法 」 で は ， 授戒 師 （upacha ）の 資格 が な い 僧 侶 が 出家志

願者 を僧侶 も し くは 見 習い 僧 に させ る こ とを 禁 じて い た
。 多 くの 出家志願者

が シ
ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 の も とに 集 っ て い た 。

「布 薩堂監督僧 」 で あ っ た彼 は ，

履行 され た 「サ ン ガ 統 治法 」 の も とで は 従 来 の よ うに得 度式 を遂 行 で き な い

こ とを理 解 し制度 上 の 変更 を 受 け入 れ た の で あ ろ う
，

ラ ン ナ ー の 地 方 サ ン ガ

行 政 を通 じて 授戒師 の 資格 申請 を す る 。 とこ ろ が ， 1年 以上 に わ た り待 っ た
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が 許可 さ れ な か っ た 。 時は 入 安居期 を 迎 え， 彼 は サ ン ガ 公認 の 授戒師 の 資格

が な い ま ま出家志願 の 見 習 い 僧 を僧 侶 に さ せ た。 こ の 行動 に よ り，
シ

ー
ウ ィ

チ ャ イ 比丘 は サ ン ガ 行 政 地 区長 と役 人 で あ る行政 地 区長 に 捕縛 さ れ ，

一
晩

リ
ー

ル ア ン グ寺院 で 軟 禁 され た （7）
。

　解放後 ，
サ ン ガ 行政 管区 地 区長 は， シ ー ウ ィ チ ャ イ 比 丘 と彼 の 弟子 に ラ ン

ナ ー 王 国 で 施行 さ れ るサ ン ガ統治 法 に 関す る会合 へ の 出席を促 す通達 をす る

が
，
シ

ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 と彼 の 弟子 た ち は集合 しな か っ た 。
227 の 律 （vinaya ）

で さ え完全 な遵守 は 不可能で あ る の に ， そ の うえ世俗法 （サ ン ガ 統治法）を

守 る こ とは 困 難 で あ る と シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 は 判 断 し， 会合 に 出席 しな か っ

た 。 彼 の 弟 子 ら も師僧 の 意 向 に 沿 っ た
。

そ の 結 果 シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 は

ドー ン チ ャ イ 寺 院 （ラ ン プー
ン ）に 23 日間軟 禁 され る 。 解 放後 ， 再 び同会

合の 通達 が 届 くが ， 彼 は 再度 欠席す る 。 今度 は ， プ ラ タ
ー

ト ・ド
ー

イ ジ ェ
ー

ン グ寺院 （ラ ン プー ン ）に 約 1 年間軟禁 され る 。 解放後 ，
バ ー

ン パ ー
ン グ寺

院住 職 と布薩堂監督僧の 任 を解任 さ せ ら れ る （8）
。 そ の 後 し ば ら く して ， サ ン

ガ 行 政 管 区地 区長 は 監 督す る 寺 院 に 依 拠 す る僧 侶 の 数 を調 べ る こ とを シ ー

ウ ィ チ ャ イ比丘 に 通達 す る が ， 彼は 既 に 住職で もな く布薩堂監督僧の 任に も

な い 自分 の 仕 事で な い と無 視 す る （91
。

　1910年 ，
ラ ー マ 6 世 戴 冠 式 の 祝典 を各 寺 院 で 行 う よ う連 絡 が届 く。 寺 院

の 門 を飾 り ， 蝋燭 や 堤燈 で 慶祝 す る よ うに 指示 さ れ た 。 しか し ， ラ ン ナ ー の

慣 習で は そ う した慶 祝が 実 施 され た こ とが な く， シ
ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 は 儀式

の 準備が で き な か っ た
。

そ の う え
，

バ ー ン パ ー ン グ寺 院は 人 里 離 れ た 山 上 に

あ り ， 祝 典 を施行 して も誰 か が 関心 を 持っ わ け で は な い とシ ー ウ ィ チ ャ イ 比

丘 は 考 え
，

ラ ー
マ 6 世 へ の 祝 辞 を述 べ る だ け に と どめ た

。 後 に こ の こ と を

知 っ た サ ン ガ 行政 管 区地 区長 が
，

ラ ン プー ン の 役人 に 厂
シ

ー ウ ィ チ ャ イ 比丘

は 非常 に 頑 固 だ 。 他 の 僧侶や 村人 に サ ヤ ー ム 政府 の 役人 の 指示 に 従 わず ，抵

抗 す る よ うけ し か け て い る 」 と伝 え る 。 サ ン ガ行政 管 区地 区長 は ， シ
ー ウ ィ

チ ャ イ比 丘 を バ ー ン パ ー ン グ寺 院か ら追 放 し
， 周辺 寺院 に彼 の 受 け入 れ を拒

否 す る よ う通達 した 。
こ の 頃 ， 彼 の 母 親 は シ

ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 に 還 俗 を勧 め
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て い る 。 しか し
， 彼 は 「死 ぬ まで 僧 侶 で い た い 」 と還俗 す る意思 の な い こ と

を伝 えて い る 。

　 1920 年 ， 祝典儀礼不実施 に 対 す る 処罰 に 抗議 す る た め に
，

シ
ー ウ ィ チ ャ

イ 比丘 と そ の 弟子
一

団 は ラ ン プ ー
ン の サ ン ガ 行 政 管 長 を訪 れ る 。 そ の 際

300 人 以 上 の 僧侶 と数 百 人 の 見 習 い 僧 が シ
ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 に 付 き従 っ た 。

シ ー ウ ィ チ ャ イ比丘 と数人 の 見習い 僧 だ けが プ ラ タ ー ト ・ハ リプ ン チ ャ イ寺

院 （ラ ン プー ン ）の 中で サ ン ガ 行政管長 と面談 を し， 信徒 は 寺院 の 周囲 を取

り囲み様 子 を うか が っ た 。 直 に
， 彼 に対 して 布施 を す る人 が 周辺 か ら大 勢集

ま り， 寺院周辺 が 騒然 と な っ た 。 さ らに ， シ ー ウ ィ チ ャ イ 比 丘 と彼 に従 う
一

団が ラ ン プ ー ン 中心部 に 入 る際に は ，役 人 ・警察官 に よ っ て 阻止 された
。 反

乱 に まで 発展す る こ とを恐 れ た役 人 ・警 察官 は
， 刃物 を所持 す る村人か ら そ

れ らを没 収 した 。 結局 シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 は 捕 ま り寺 院 に 一 晩軟禁 され る 。

しか し ， 寺 院側 で は こ の 民衆 の 結集状 態が 尋常で は な い と危惧 し， そ の 円の

うち に シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 をチ ェ ン マ イ に 送 り出 して い る 。

　 シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 は ， チ ェ ン マ イ に送 られ た後 に もチ ェ
ー

トワ ン 寺院か

ら シ
ー ドン チ ャ イ 寺院 に移 動 させ られ ， 約 3 カ 月軟禁さ れ た 。 シ ー ドン チ ャ

イ 寺院 に は ， 彼 に 布施 を す る村 人が 途切 れ な く訪 れ た 。 シ
ー ドン チ ャ イ 寺 院

住 職 は ， こ の 寺 院 に 彼 を訪 ね に 来 た もの に 対 して
， 名前 を記録 し反 乱 の 意 思

を もつ 輩 と して 役所 に 届 け る と告 げた が
， 訪 れ る村 人 や 山 岳少数民族 は 減少

せ ず増 え る ば か りで あ っ た 。 同年 ， 軟 禁 か らの 解 放後 ， 事実 調査 の た め に

シ
ー ウ ィ チ ャ イ 比 丘 は バ ン コ ク に 護送 され る 。

　同年 5 月 20 日， シ
ー ウ ィ チ ャ イ 比 丘 は ベ ン チ ャ マ ボ ピ ッ ト寺 院 （バ ン コ

ク ） に 到 着す る （ゆ
。 今 回 の シ

ー ウ ィ チ ャ イ 比 丘 の 件 に 関 す る 事 実 調査 委

員 会委 員 長 の プ ラ ウ ォ
ー ラ ウ ォ ン ト ゥ ー ・グ ロ ム ム ー ン チ ン ナ ウ ォ ン シ リ

ワ ッ ト比丘 同委員 ヤ ー ナ ワ ラー ポ ン 比丘 同委 員 タ ン マ ト ゥ ラ イ ロ
ー ガ ー

ジ ャ
ー ン 比丘 の 3 人 が ， ベ ン チ ャ マ ボ ピ ッ ト寺院 で まず シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘

に 審問 を行 っ た 。 そ して ， 7 月 12 日に プ ラ ウ ォ
ー ラ ウ ォ ン ト ウ

ー ・グ ロ ム

ム ー
ン チ ン ナ ウ ォ ン シ リ ワ ッ ト比丘 は， 当時サ ン カ ラ

ー ジ ャ （サ ン ガ 長 ）で
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あ っ た ワ チ ラ ヤ ー ン 親王 （在 位 1910− 1921）に 対 し て ，
「審問 の 結果， シ ー

ウ ィ チ ャ イ比丘 に誤 りが な い 」 旨の 手紙 を 出 して い る 。 7 月 14日ワ チ ラ ヤ ー

ン 親 ー は
，

ベ ン チ ャ マ ボ ピ ッ ト寺 院 で シ
ー

ウ ィ チ ャ イ 比丘 に 直接 会 い
， 以

下 の 8 条 の 質 問 を し た 。   授 戒 師 の 資格 な く出家 式 を 施行 ，   ラ ン プ ー
ン

（リー郡 ） の サ ン ガ 行政 官 長 の 指示 へ の 無 視，   会 合 へ の 欠席 ，   ラ ー
マ 6

世即 位 の 典 礼 （戴冠式）の 祝賀式典 の 不 実施 ，   注意警告 へ の 不服従 ，   寺

院の 僧侶 ・見 習い 僧の 数の 調査の 不実施 ，   会合 欠席 を他の 僧 侶 に 指示 ，  

呪 術 ・呪 文 を使 用 し人 々 を欺 い た （li）
。 審問終 了後 ， 同 日ワ チ ラ ヤ ー ン 親王

は プ ラ ウ ォ
ー一ラ ウ ォ ン ト ゥ

ー ・グ ロ ム ム ー
ン チ ン ナ ウ ォ ン シ リ ワ ッ ト比 丘

に
，

「
シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 に 誤 りが な い こ とを 確認 し た

。 帰 郷 を許 可 す る 」

旨の 手紙を 出 して い る 。 それ を受 け て ， プ ラ ウ ォ
ー ラ ウ ォ ン トゥ

ー ・グ ロ ム

ム ー ン チ ン ナ ウ ォ ン シ リ ワ ッ ト比丘 は ， プ ラ クル ー ・パ ラ ッ トサ ン ピ パ ッ ト

プ ロ ム ジ ャ リヤ ー ジ ャ
ー ン 比 丘 （今 回の シ ー ウ ィ チ ャ イ比丘 に 対 す る審問の

件 に ど うい っ た 関係 で 関 わ っ た の か は 不明 ） に 対 して
，

「サ ン カ ラ ー ジ ャ と，

プ ラ ウ ォ
ー ラ ウ ォ ン トゥ

ー ・グ ロ ム ム ー ン チ ン ナ ウ ォ ン シ リワ ッ ト比 丘 と
，

事 実 調 査 委 員 会委 員 は ， シ
ー

ウ ィ チ ャ イ比丘 に 対 して 審問 を お こ な い
， 彼 に

誤 りが な い こ とを確認 し た 。 サ ン カ ラ ー ジ ャ は ， 彼 が 「仏教 に 関 す る知 識が

非常 に 少な く， ヴ ィ ナ ヤ （律）に 関 して も波羅夷法 （布施 ・ 持戒 ・出家 ・般

若 ・精 進 ・忍辱 ・真 実 ・発願 ・慈 悲 ・喜捨 ） しか 知 らな い 。 ま た
，

サ ン ガ

に 関す る知 識 も な い
。 簡単 な 読 経 の ほ か

，

パ ー
ワ ナ ー （礼拝 文

“

タ ワ
ー イ ・

ボ ン ・プ ラ
”

） しか知 らな い
。 しか し ， とて も真 剣 な 僧侶で

，
サ マ ナ ・サ ン

ヤ ー （暗記 力 に す ぐれ た 僧 ） で あ り， 修行者 と して の 心 が け を持 ち
， 厳 し く

修 行 を 積 ん で い る僧 侶 で あ る （ω
。 」 との 内容 を 当時 の 新 聞 「バ ン コ ク ・タ イ

ム 」 （当紙 は
，

シ
ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 が バ ン コ ク に 護送 さ れ た 後 ラ ン ナ

ー
の

高 僧 で あ る シ
ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 が サ ン ガ 行 政 に 就 く僧 侶 らか ら非難 され告

訴 を 受 け て い る こ とを 記 事 と して 掲載 した （6 月27 日）。 そ の 記 事 の 中で ，

シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 が ラ ン ナ ー で 民衆 か ら尊敬 され篤 い 信 仰 の 対象 で あ り，

事実調 査委 員 会委員 に よ る正確 で 詳 細 な調 査 ・審問の 実施 を期 す 内容 を載せ
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て い る 。 ） に 掲載す る こ とを 命 じて い る 。 7 月 24日 ，
プ ラ ク ル ー ・パ ラ ッ ト

サ ン ピ パ ッ トプ ロ ム ジ ャ リヤ ー ジ ャ
ー

ン 比丘 は
「バ ン コ ク ・タ イ ム 」 に 対 し

て 記 事掲載 の 依頼 の 手紙 を書 い て い る 。 そ の 後 ，

「バ ン コ ク ・タ イ ム 」 に 記

事が 掲載 さ れた の か は不 明 で ある 。

　い ず れ に せ よ， 審 問 の 結 果 ワ チ ラ ヤ ー
ン 親 王 （サ ン カ ラ ー ジ ャ ） は シ ー

ウ ィ チ ャ イ比丘 の 無 罪 を 認 め る
。 親 王 は シ

ー ウ ／ チ ャ イ 比丘 に 対 して
，

バ ン

コ ク に 留 ま っ て も ラ ン プー ン に 戻 っ て も良 い と許可 して い るが ， 彼 は ラ ン

プー ン に 戻 る （13）
。 そ し て ， 帰郷 後 ， 幾 度 とな く 自身 を 告訴 した ラ ン プー ン

の サ ン ガ 行 政管長 な どサ ン ガ 行政 に 就 く僧侶 らに 対 して
，

シ ー ウ ィ チ ャ イ 比

丘 は 布施 を して い る （14）
。

　 ラ ン プ ー
ン に 戻 っ た 後 の シ

ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 は
， 寺 院 の 修復 活動 に 従 事 し

て い く。 以 前か ら彼 は 「（ラ ン ナ ー の ）聖者 tonbun （haeng 　Lanna ）」 とみ な さ

れ て き た が ， 寺院 の 修復 活動 を始 め て か らは ， さ らに 「聖 者 」 と して の 扱 い

を 周 囲か ら受 け る よ う に な る 〔15）
。

ラ ン ナ ー 王 国最後 の 王 ケ ー オ ナ ワ ラ ッ ト

（在位 1911− 1939） と プ ラ ラ ー トチ ャ チ ャ
ー

ヤ
ー ジ ャ オ ・ダー

ラ
ー ラ ッ サ ミ ー

（ラ ー
マ 5 世 王 妃）が

， チ ェ ン マ イ の シ ン 寺院の 仏殿 の 修復 を シ ー ウ ィ チ ャ

イ 比丘 に 依 頼 して い る （16）
u そ の 後 ， 彼 は 100軒 以 上 の 寺 院の 修復 ・ 改築 を

行 っ た 。

　また ， 生 年干支仏塔 信仰 （chuthat ） は すで に ラ ン ナ ー
の 仏教信 仰の

一
形態

と して 存在 したが
，

1924 年 シ
ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 が 自分の 生年干 支 の 仏塔 （プ

レ ー 県 プ ラ チ ャ
ー トチ ョ

ー
ヘ

ー寺 院 ） を参拝 した こ とに よ っ て ， ラ ン ナー 仏

教文 化 圏
一

帯 に こ の 生 年干支仏塔信仰が 定着 して い っ た （v ）
。

　1926 年 か ら 28 年 に か け て
，

シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 は 弟子 と と も に 諸 寺 院 に

散乱 して い た ラ ン ナ ー 版三 蔵経 の 収集 と補修 を行 っ た 。 破損 した貝葉は 新 し

く鉄筆 で 書 き改 め 修復 し た （IS）
。

　1934年 か ら 35年 に か け て
，

シ
ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 は チ ェ ン マ イ 西方 の 山上

に 位置 し仏舎 利 を安置 す る ドー イ ス テ ー プ 寺院 ま で の 約 llキ V の 参道 建 設

を 開始 す る 。 工 事 開始 の 鍬 入 れ は
， ケ ー オ ナ ワ ラ ッ ト王 が 行 っ た （19）

。 公 的

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Society for the Study of Pali and Buddhist Culture

NII-Electronic Library Service

Soolety 　for 　the 　Study 　of 　Pall 　and 　Buddhlst 　Culture

　 80　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 パ ー
リ学 仏教文化 学

援助 ，
つ ま リシ ャ ム 政 府や ラ ン ナ ー

の 王 族 か ら の 援助 を 一 切受 けずに
，

チ ェ

ン マ イ や チ ェ ン マ イ 近隣 に 在住 す る信徒 に よ っ て 工 事 は 行 わ れ
， 僅 か 約 5 カ

月で 完成 させ た  
。 こ れ に よ っ て ， 山上入 口 まで 車で 行 け る よ うに な っ た 。

こ の 工 事 開始 に あ た っ て も， シ ー ウ ィ チ ャ イ比丘 は サ ン ガ行政 に就 く僧 侶 か

ら
「
参道 建設 の た め に 木 々 を伐採 し森 林 を破壊 し た 」

「許可 も な く見習 い 僧

を 出家 させ た 」
「多 くの 寺 院 で 僧 侶 ら に サ ン ガ か らの 離 脱 を 持ち 掛 けた 」 な

どの 理 由で 告訴 され ， 参道 工 事の 途中で 彼 は再度バ ン コ クに 行 き審問 を受 け

て い る （21）
。

　 参道 の 完 成後 シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 は 体 調 を崩 し， 1938年 2 月 21 日死 去 す

る （22＞
。

2 ． 今後 の 課題

　 1774 年 ビ ル マ 支配 か ら の 解放後 の ラ ン ナ ー 王 国 とシ ャ ム との 関係 を 捉 え

な けれ ばな ら な い
。

ラ ン ナ ー 王 国が シ ャ ム の 属国 に な っ た こ とに よ っ て
，

ラ

ン ナ ー
の 民衆 の 生活 は ど の よ うに 変化 した の か （23 ）

。 ラ ン ナ ー 王 国 の シ ャ ム

化 を 目的に バ ン コ クか ら派遣 され た タ ン マ ユ ッ ト派 の 仏教僧 侶が 施行 したサ

ン ガ 統治 法 が ， 当時 の ラ ン ナ ー
の 仏 教界 に 及 ぼ した 影 響 は 如何 な る もの で

あ っ た の か
（24）

。

　 ま た ， ラ ン ナー 王 国建国か ら約半世 紀後の クー ナ ー 王在 位期 （1335− 1385）

に ス リ ラ ン カ 系の 上座 仏教 が ラ ン ナ ー に 流伝 して い る 。 しか し ，
こ の 仏教 の

到来 は
，

ラ ン ナ ー 文化 圏 全域 に 均 質 な仏教 独 自の 信 仰 形態 が 即 座 に 形成 さ れ

定着 し た こ とを意 味 しな い
。 E座 仏教 到 来後 も， 山 岳少数 民族 の 信仰世 界 は

山地 の 精霊 を対 象 に して い た と推測 され る が
， 森林 域 で の シ

ー ウ ィ チ ャ イ 比

丘 の 宗教 実践 が ， さ ほ ど時 間 を要せ ず， 多 くの 少数 民族 を仏教信仰 に 改心 さ

せ ， 生 活形態 が ま っ た く変容 す る 出家 に ま で 彼 ら を 向か わ せ た の は なぜ か e

シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 が 山地森 林域 で 修行生 活 を開始 させ た 頃 に は
， 仏教 と近

似 す る ， あ る い は仏 教 との 共鳴 を 容易 に す る信仰世 界 を も つ 少数民族 が 既 に

存在 して い た の で あ ろ うか 、 も し そ うで あ る とす る な ら ば
，

シ
ー ウ ィ チ ャ イ
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比丘 は そ う し た 少数 民族 を選 択 し彼 らに接近 した の で あ ろ うか 。

　さ らに は ， シ
ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 と

， 当時 の ラ ン ナ ー王 国 で 顕著 な形 態 を と

る仏教信仰 との 関係の 考 察が 必要で あ ろ う。
シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 の活動以前

か ら ラ ン ナ ー 王 国 と そ の 周 辺 域で み られ た生年干 支仏塔 信仰 （chuthat ） と，

仏足 跡崇 拝信仰 （khathi−phraphutthabat） は そ の 考察対象 と して 挙 げ られ る 。

現 在 の タ イ 北部 に お い て も確認 さ れ る こ れ ら 2 っ の 信仰形態の 歴史的変遷 を

考察す る上 で も， シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 の 活動 や 宗教 実践 との 関わ りを無 視 す

る こ とは で きない 。

　 その 他 に も ，
シ

ー ウ ィ チ ャ イ比丘 が 出家 当初 に学 ん だ 呪術 ・呪 文 （wetmon −

khatha） を そ の 後 用 い な か っ た の は な ぜ か （25）
。 彼 が 多 くの 見 習 い 僧 を 出家

させ た の は ， 当時 多 くの 廃 寺が あ っ た こ と と関連 して い る の か （26＞
。 当時 18

あ っ た とい わ れ る 仏 教 の
“

派 （nikai ）
”

の 存在 は ，
シ

ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 の 仏

教実 践 に影 響力 を持 っ た の か （27）
。 仏教寺院修復活動 が ， ラ ン ナ ー の 民衆 に

と っ て
，

シ
ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 を 「ラ ン ナ ー

の 聖者 」 とみ なす 決 定要 因 とな っ

た の は なぜ か （28）
。

こ う した， シ
ー

ウ ィ チ ャ イ 比丘 の 生涯 に ミ ク ロ な考 察視

点 を注 ぐこ とで
， 領土 として の ラ ン ナ ー を超 え た文化域 と して の ラ ン ナ ー が

研 究視野 に浮 上 し， さ らに は シ ャ ム が 進 め た近代 化 が 仏教 を め ぐ りラ ン ナ ー

とシ ャ ム との 域間 で い か な る政 治 的か つ 文 化的 緊張 関係 を生 じ させ て い た の

か が よ り鮮 明 に な る と思 わ れ る 。

　 こ れ らの 課 題 は ，
シ ー ウ ィ チ ャ イ 比丘 の 生涯 の 行動に す べ て 有機的 に 関連

した 事柄で あ っ た に違 い な い 。 上記 の 問題群 の 解明が
， 当時 の ラ ン ナ ー王 国

の 置 か れ た歴 史的状 況 の もとに シ
ー ウ ィ チ ャ イ比丘 の 仏教 実践 が 多様 な側 面

を 見 せ な が ら展 開 した こ と を 明示 して い く も の と確 信 して い る
。

＊ 本稿 は 2006年 度前 田 基 金研 究助 成 に よ る も の で あ る 。 前 田 惠學先 生 は じ め ， 関

　係 さ れ た 先 生 方 に 深 く 感 謝 い た し ま す 。 ま た ， タ イ に お い て は ，Napphadon

　Siriwatthano比丘 （プ ラ プ ッ タ バ ー ト ・タ モ 寺 院住 職 ），　 Phatthanakon　Kittipanno　b匕

　丘 （バ ーン パ ー
ン グ寺院住職），WWachiIamethi 比丘 （ペ ン チ ャ マ ボ ピ ッ ト寺院），
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Somchot　Ongsakun 先 生 （チ ェ ン マ イ大 学 ），　 Saratsawadi　Ongsakun 先 生 （チ ェ ン マ イ

大 学）， Sawaeng　Ma ユasaen 先生 （ユ パ ラ
ー ト専 門 学 校 ・チ ェ ン マ イ ），　 Kwemichewan

Buadaeng 先 生 （チ ェ ン マ イ 大学）が 長時間の イ ン タ ビ ュ
ー に 応 じて い た だ き，多

くの ご教 示を 賜 っ て い る。特 に Somchot　Ongsakun 先 生 と Saratsawadi　Ongsakun 先生

か らは，資料 に 関す る ご指導 と収集 に 多大 な る ご協力 を賜 っ た 。
こ れ らの 比丘 と先

生 方の ご厚意 とご理解が な けれ ば ， 今 回 の 研究調 査 はか た ち を な さな か っ た と思 わ

れ る 。 心 よ りお 礼 を 申 し上 げます 。

注

（1） こ こ で い う地 方 とは ，今 日の タ イ 北部 山間盆 地 を中心 と した 政 治的 統合 体 で ，

　 1296年 に チ ェ ン マ イ を都 に 定 め ， 1939 年 ま で そ の 王 権 を保 持 した ラ ン ナ ー：F 国 を

　 さ す 。 ［飯島2001 コ ラ ン ナ ー王 国 は ， ク ーナ ー王 （在位 1335−85）の 時代 に ス リ ラ

　 ン カ系 の 上 座仏教 が広 ま り， 王 は ス コ ータイ か ら仏教僧侶を招き文化交流が な され

　 た 。 テ ィ u 一カ ラー ト王 （在位 1441−87）は第八 次 結集 を成功 させ て い る。
1558年

　か ら 1774年 の 問 ビ ル マ 支配下 に あ っ た が， その 間 も多種 の ビル マ 仏教文化 を 受 容

　 し て い る
。

  　 こ れ まで クル ーバ ー ・シ ー ウィ チ ャ イ の 生涯 に関 して
， タイ 人 （歴 史）研究者 は

　 ソ ーパ ーの 研 究 ［Sopha］ に 依拠 して き た 。 本稿 で は ，特 に 注 を 設 け な い 限 り全 て

　Fai　Wicai　Lanna　Sathabanwica丘sangkhom 　Mahawitthayalai　Chiangmai （2nd 　edition ） に

　 依 っ て い る 。

（3〕 Samnaksonsoemsinlapawa賃hanatham　Mahawitthayalai　Chiangmai，　p．18

（4） Witthaya，　p．21

（5）　Sopha，
　P．36

  　「寺院監督僧 cawhua −muat −wat 」 ともい う 。 ラ ン ナ ーに お け る旧慣 に則 っ た 僧侶集

　 団 に お け る統治 組織 の な か で ，授戒 師 （upacha 　 　 （得度式 の 場 に お い て ）僧 侶

　 比丘 に 囲 まれ た 中で ， 出家志 願者 に 対す る責任 を有す る僧侶 。 （志願者の 出家後 は ）

　 僧侶集団 へ の 指 南 役 で あ り，か っ 監督者 で も あ り
， 彼の 行動 の 適 不適 を 判断 し， 出

　家後 の 教育 と修 行 に対 し て 責任 を もっ
。 ［Phra−thepwethi，　p，432］） と し て 選 ばれ た

　僧侶 を 「布 薩堂監督僧 （。aw −muat −ubosot ）」 と称 した 。す で に 授戒師 で あ る僧侶 か

　 ら選 ば れ る 。 10〜 30軒 の 寺 院の 監督 の 任 に 就 く。布 薩 堂 監 督 僧 は 布 薩 堂 の あ る寺

　 院に 常住 し 1 得度式 は布薩堂監督僧 の い る寺院 1箇所 で 施行 さ れ る 。 た と え僧侶集

　 団に お い て 公 的地位 に な い 布薩堂監督僧で も ，地域住民 を ま とめ 厚 く信 仰 され，周

　 辺域 に 住す る僧侶 ら と布薩堂監督僧 は 強固な師弟 関係 を築 い て い た 。 ［Sopha，
　p．48，

　 Sisak　Wanliphodon　and 　Walailak　Songsiri，　p，197］
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（7）　Sopha
，
　pp，79− 80

（8）　ibid．
，
　pp．8〔F

−83

（9） Carat
，
　p．41　 MaliamakutratchaWithayalai　Witthayakhet　Lami4 　p．　164　 Wi就hay鋸 p．44

  　Sopha
，
　pp，81− 85　Thianchay

，
　p，90　Witthay鶤 pp．83

− 117

  　Carat，　p．45　Mahamalcutratchawithayalai　Witthayakhet　Lanna，
　pp．165

−66　Soph4　pp．

　 8i−82　 Witthaya，　p．　47

a2） Carat
，
　pp．82

− 83　Wi仙 aya
，
　pp．89

−90

a3） Carat
，
　pp．81

− 84　Witthay亀　pp，87−90

  　記 録 は 厂布施 」 を した 事実の み を記 す 。
ラ ン プー ン で 役職 に 就 く僧侶 らに 対す る

　 シ ーウ ィ チ ャ イ 比丘 の 謝罪の 意で あ っ た と考 え られ る 。

矼5） Maharnakutratchawithayalai　Witthayakhet　Lanna，　p，173　 Sopha，　p．64

  　Carat，　p，93　 Witthaya，　p．105

  　生 年 の 干 支 ご と に定 ま っ て い る仏 塔 を信奉 す る ラ ン ナ
ー

に お け る 仏 塔信仰 の こ

　 と。 自分の 干支 の 仏塔 へ の 参拝は功徳を得て 長寿に な る と信 じ られ， また死後の 魂

　 は 自分 の 干支 の 仏塔 に 戻 り宿 る とされ て い る 。
こ の 仏塔信仰の 発 祥 に 関 して は 不

　 明 。 ［Thianchai，　pp．90−91，
　Wilailak

，
　pp，40−41］信仰対象 と して の 仏塔 は， ラ ン ナ ー

　 に 7 基， ビ ル マ に 2 基 ，ナ コ ン パ トム （タイ 東北部 ）に 1基 ある。そ の 他 に ， チ ェ

　 ン マ イ の 仏像 1 体 とイ ン ド ・ブ ッ ダガヤ の 菩提樹が そ れ ぞ れ信 仰対象 とな り，各々

　 が 下支の 12支 に 相当す る 。

　　 L．子 年
一 チ ェ ン マ イ 県 ・ ジ ョ

ーム トー
ン グ仏塔

　　 2 ．丑年一
ラ ン パ ー ン 県

・
ラ ン パ ー

ン ル ア ン グ仏塔

　　 3 ．寅年
一 プ レ ー

県
・チ ョ

ー
へ

一仏塔

　　 4 ．卯年
一 プ レ

ー
県 ・チ ェ ・一一ヘ ン 仏塔

　　 5 ．辰年
一

チ ェ ン マ イ 県 ・プ ラ プ ッ タ シ ヒ ン グ仏像 （プ ラ シ ン グ寺院＞

　　 6 ． 巳年
一

イ ン ド ・ブ ッ ダガ ヤ の 菩提樹

　　 7 ，午年
一ゼ ル マ ・シ ュ エ ダ ゴ ン 仏塔

　　 8 ．未年一 チ ェ ン マ イ県
・ドーイ ス テ

ープ仏塔

　　 9 ． 申年
一

ナ コ ン パ ノ ム 県 ・パ ノ ム 仏 塔

　　 10．酉年
一

ラ ン プー ン 県 ・ハ リプ ン チ ャ イ仏塔

　　 11．戊年
一

ビ ル マ ・イ ン ク ェ ン 仏塔

　　　　 （あ る い は ． 天 界 に あ る とされ る ゲ ー トゲ オ チ ュ ラ
ー

マ ニ ー仏 塔 （ブ ッ ダの

　　　 頭髪 を納 め て い る と信 じ られ て い る））

　　 12．亥年 一チ ェ ン ラ イ県
・ドー

イ ト ゥ ン 仏塔
’

　　 匸Mani，　pp，101− 103
，
　Soph鶤 p．40，

　Wilailak，　p．13］

鮒　貝 葉の 修 復 が行 わ れ た記載は あ るが ，三 蔵の 文面 そ の もの に 対 して 何 か らの 修 正
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　　が な さ れ た の か に 関 し て は 不明 。 ［Carat，
　p．99　Witthaya

，
　p，107］

（19） Carat
，
　p．107　Samnaksonsoemsinlapawatthanatham　Mahawitthayalai　Chiangmai，　p．18

　　Witthaya，　P．　113

 

D
勿

 

 

の

ゆ

 

の

団

cと
＠

 

鴕

鴕

Carat
，
　pp．104− 112　MahamakUtratchaWithayalai 　Witthayakhet　Lanna ，　p．175

Samnaksonsoemsinlapawatthanatham　Mahawitthayalai　Chiangmai
，
　p．18

Sopha 　p．83　Witthayeg　pp．豆13− 14

Carat
，
　pp．113−．．．119　Sopha 　pp．83

− 85　 Witthaya，　pp．114− 17

死因 は 痔 。 Carat
，
　pp．136−43

Mahamakutratchaw柚 ayalai 　Witthayakhet　La皿 na
，
　p．　］78

Sopha，　p．85　 Wilak，　p，20　 Wi坑haya，　pp．121
−23，　p．127

Anan
，
　Latdawan

，
　Saratsawadii

，
　Sisak　Wanliphodon　and 　Walailak　Songsiri

，
　Sopha

Kriansak，　Michel，　Phra−Phaisan，　Sopha

Anan ，
　A 皿 u，　Sigeharu，　Sisak　Wanliphodon　and 　Walailak　Songsiri，　Sopha

Anu
，
　Sopha

Sisak　Wan 　liphodon　and 　Walai　tak　Songsiri
，
　Wilak

，
　Somchot

，
　Sopha

Anu
，
　Sopha
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